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はじめに

アズハル機構の再編過程は，エジプトの近

代国家形成過程において重要な位置を占める。

それは政教関係の再編成の最大の課題となり，

国家権力と宗教指導者層のせめぎ合いの場と

なった。

アズハル機構はスンナ派イスラーム教の宗

教教育機関の筆頭に位置するアズハル大学を

擁するが，それが担う役割は宗教教育の領域

にとどまるものではない。ワクフ省とともに

宗教行政機構の中枢という意味を持つ。アズ

ハル機構の再編は宗教領域の再編成であるに

とどまらず，近代法体系・法廷制度の成立や，

公教育制度の整備といった，近代国家形成過

程全体と密接に関係してくる。また，それは

エジプトの近代官僚制の成立過程の重要な一

角をなす。政治支配者への従属性を通常の状

態としながらも一定の自律性を確保してきた

宗教指導層と宗教機構が，近代の国家官僚制

へ組み込まれて行く過程でもある。

前近代においてアズハル機構に拠るウラマ

ーは，家族法を中心とした限定的領域におい

ては法的解釈の権威であり，宗教教育とアラ

ビア語教育を担う教育者・知識人階層として

の社会的機能を果たしてきた。その地位は近

代法制と近代教育制度，近代国家官僚制の成

立の過程で変化を迫られたが，エジプトにお

いて近代化は必ずしも宗教領域の周辺化を意

味しなかった。むしろ宗教の政治・社会的位

置づけが再確認され，ウラマーの新たな役割

が確保され，制度化されていったと見た方が

よいだろう。アズハル機構の近代的再編とは，

宗教の近代世界における役割の，エジプト独

自の発現形態を意味する（それがアラブ世界

やイスラーム世界の諸国といかなる共有項と相

違を持つのかを研究するのは将来の課題となる

だろう）。

アズハル機構の再編は，エジプト近代国家

の中央集権化の過程とも軌を一にしている。

前近代に成立していた，各地のモスクや学院

（マドラサ）からなる分散的・多元的な宗教

教育・行政の組織は，アズハル機構を中央機

関としヒエラルヒー的な頂点とする，集権的

組織体系に統合されていった。

本稿ではアズハル機構の近代における再編

過程に関する文献を，アラビア語のものを中

心にまとめた。これらの資料と先行研究を踏

まえることで，近代エジプトの政教関係の変

容を総合的に論じていくことが可能になるだ

ろう。
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１．近代国民国家形成とアズハル機構

まず通史的文献を挙げておく。アズハル機

構の前身となるアズハル・モスクはファーテ

ィマ朝４代カリフのムイッズッディーン・

アッラーの命により９７０年に着工され，９７２

年に完成したとされる。そのため１９５０年代

から「アズハル１０００年」を期した通史的著

作が刊行されている。アズハル機構の側か

らの公式的歴史叙述がWizāra al-Awqāf wa

Shu’ūn al-Azhar［１９６４］として出されてい

るが，Khafājı̄［１９５４／１９５５］や Qarā‘a［１９６８］，

・Shanāwı̄［１９８３］，Muhammad［１９８６］とい

った大部で多面的な著作からより多くの情

報を得ることができる。欧米語では Dodge

［１９７４］の通史が代表的である。

近代的再編の前提となる前近代におけるア

ズハル機構とそこに拠るウラマーの社会的役

割に関する研究としてはMarsot［１９７２］，

Sa‘danı̄［１９９４］を参照する必要がある。

近代的再編過程の諸プログラムに関して，

・Sayyādı̄［１９９２］が概観を提示する。同時代

において資料をまとめた Al-Jāmi‘ al-Azhar

・［１９０５］， Sa‘ı̄dı̄［１９４３］には資料的価値があ

る。

アズハル機構の近代的再編が一応の完成を

見たナセル時代には，アズハル改革に関する

欧米語の研究が複数現れた（Sfeir［１９５６］，

Safran［１９５８a］［１９５８b］，Crecelius［１９６６］）。

Bin Salamon［１９８０］は未公刊の博士論文だ

が，再編過程を網羅して整理している。

Warburg［１９８２］はアズハル機構再編を政

教関係全般の変動の中に位置づける。小杉

［１９８７］が提供する，近代的再編後の組織図

は有用である。

アズハル機構の再編をエジプト社会全体の

構造変動の中に社会学的に位置づけたのが

Eccel［１９８４］であり，その過程の社会史的

叙述として Dasūqı̄［ca.１９８０］がある。また

Aroian［１９８３］は，前近代において宗教教

育と共にアラビア語教育を担ってきたアズハ

ル機構が，近代的教育制度の形成過程で被っ

た位置付けと役割の変化を取り上げている。

このような機構的再編の政治的背景は，

Alı̄［１９７４］［１９８６］に詳しい。また，時代に

おける再編の完成期においてアズハル機構の

有力ウラマーが果たした政治的役割は Rabı̄‘u

［１９９２］によって論じられている。

２．宗教回帰・宗教の政治化とアズハル機

構

近年にアズハル機構の研究は新たな段階を

迎えている。１９７０年代以降に顕在化した，宗

教信仰への回帰の現象や，そこから活力を汲

み取る宗教政治運動の伸張がみられただけで

なく，国家の側からも宗教シンボルを統治の

手段として活用するといった事態が生じ，宗

教の政治化が進んだ。それによってエジプト

近代国家のあり方とその中での宗教の位置づ

けを，エジプト政治社会研究の焦点として問

い直す機運が醸成されたといえよう。アズハ

ル機構の位置づけはムスリム同胞団を中心と

するイスラーム主義運動と並んで重要な研究

対象となっている。

１９９０年代末に英文の代表的な研究誌に相次

いで発表されたのが Barraclough［１９９８］，

Zeghal［１９９９］であり，後者は浩瀚な Zeghal

［１９９６］を踏まえている。アズハル機構のウ

ラマーだけでなく，ムスリム同胞団のような
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平信徒を中心とした宗教政治運動の役割も含

めた現代エジプトの政教関係の変動について

はMoustafa［２０００］が論じている。

政治的統合の一翼を担うことでアズハル機

構は近代国家機構に安定的な地位を確保し

た。それはいわば国家のイデオロギー装置と

してのアズハルの再編だろう。アズハル機構

の高位のウラマーは，体制のイデオローグと

して，政策判断に宗教的理論化・倫理的裏打

ちを与えることが課されている。Skovgaard-

Petersen［１９９７］によるファトワー庁の成立

過程とその政治的役割の研究は，この対象に

関する包括的・網羅的な成果である。

アズハル機構の高位ウラマーのイデオロー

グとしての役割の実例として，例えば利子問

題をめぐって近代的な銀行・貯蓄制度をイス

ラーム教の観点からも容認しうると論じた現

アズハル機構総長のムハンマド・サイイド・

タンターウィーによる法判断・解説書が，大

統領夫人であるスーザン・ムバーラク女史

肝いりの出版助成キャンペーン「家族文庫」

の一環として廉価版で出版され，流布して

・ ・いることを挙げることができよう（Tantāwı̄

［１９９８］）。タンターウィーは利子容認の根拠

をマフムード・シャルトゥート（１９５８～６３年

にアズハル機構総長を務めた）の判断に溯って

それを再確認している。一方シャルトゥート

はムハンマド・アブドゥ（１８９９～１９０５年に大

ムフティーを務めた）の利子容認の判断を継

承している。ここから，このような立場がア

ズハル機構の高位ウラマーの基本姿勢である

ことが示されよう。

このような明白な政権のイデオローグとし

ての役割だけでなく，社会階層としてのウラ

マーとその働きが，より一般的に政治社会の

統合に果たす役割の重要性も，近年の研究で

再確認される傾向にある。エジプトの政治

的統合にウラマーが果たす役割は Borthwick

［１９６７］で指摘されていたが，近代的再編に

よって成立した新たな役割や位置づけ，およ

びその現代的変容の研究として Eccel［１９８８］

がある。Starrett［１９９８］は近代教育制度の

中での宗教教育の意味を論じることによって

アズハル機構の役割も浮かび上がらせている。

Gaffney［１９９１］［１９９４］によるモスク説教師

職（ハティーブ職）に着目した研究は，アズ

ハル機構の末端組織と人員による地方への浸

透のあり方を，臨場感に満ちた筆致で描いて

いる。

アズハル機構はエジプトの国際政治戦略の

一手段という意味も持ち始めている。再編に

よって，アズハル機構は近代的な官僚機構と

なり，その高等教育部門はエジプト国民国家

の教育機関の一部としてのアズハル大学とな

った。しかしスンナ派イスラーム世界全域で

の高等宗教教育の機関としての役割も果たし

続けている。特に重要なのは，東南アジアと

の関係であり，Abaza［１９９４］はその実態を

社会調査によって明らかにしようとする。

３．アズハル機構への批判

このように体制に順応し，国家官僚制の一

翼を担うアズハル機構の姿勢には批判も根

強い。思想・文化統制の機関としてのアズハ

・ル機構の地位の高まりに対しては，Mansūr

［１９９４］，Bora‘ı̄ et al.［１９９４］のように人権擁

護団体から警鐘が鳴らされる。一方，アズハ

ル機構がむしろ宗教規範の社会的徹底を推進・

強化することを求め，政治権力への対抗姿勢
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を強めることを要求するムスリム同胞団の立

場からは，権力への従属的姿勢が批判され

ることになる（Shalabı̄［１９９８］）。そこから，

Ismā‘ı̄l［１９９６］ に見られるように，前近代

においてアズハル機構とウラマーが果たして

きた政治的役割を振り返り，翻って現代のア

ズハル機構とウラマーの自律性の喪失と権力

への従属性を批判する議論が出てくる。アズ

ハル大学出身で，ムスリム同胞団のイデオロ

ーグ的役割を担う人気ウラマーであるユース

・フ・カラダーウィーによる内省が Qaradāwı̄

［１９８４］である。

４．アズハル機構の横顔：著名ウラマー伝

制度的再編過程の理解は，それを担った人

物の理解を加えることで立体的なものになる。

そのためにはアズハル機構総長や著名ウラマ

ーの列伝類が参考になる。アズハル機構の

側から出された公定的な列伝として例えば

・・Khattāb［n.d.］がある。１９２９年から１９３５年

にアズハル機構総長を務めたムハンマド・ア

フマディー・ザワーヒリーについて，その子

息ファフルッディーン・ザワーヒリーが綴っ

・たのが Zawāhirı̄［１９４５］である（ザワーヒリ

ー総長の別の子息で著名な外科医であるムハン

マド・ザワーヒリーの子が，ジハード団の有力

メンバーであり，ウサーマ・ビン・ラーディン

を総帥とするアル＝カーイダ組織のナンバー２

として勇名を馳せることになったアイマン・ザ

ワーヒリーである）。

このような主流派ウラマーの回想と，アズ

ハル教育を受けながら政治的には袂を分かっ

て反体制運動に身を投じたウラマーの回想で

は，当然趣が異なる。代表的なものとしては，

イスラーム集団の精神的支柱となったウマル・

アブドッラフマーンの回想録がある（‘Abd al-

・Rahmān［n.d.］）。

より穏健で広い大衆的支持基盤を持つムス

リム同胞団の思想的支柱となった前出のカラ

ダーウィーは，自伝でアズハル機構傘下の地

方の初等教育機関を経て，カイロでアズハル

大学に学ぶに至る諸段階の経験を詳細に記し，

その過程でムスリム同胞団に接近する経緯を

・回想している（Qaradāwı̄［２００２］）。また，ム

スリム同胞団の立場から，アズハル機構の著

名ウラマーのうち活発な政治活動を行い，西

洋の思想的・政治的侵入に対して強硬姿勢

を鮮明にした人物を特に取り上げ賞揚した

・ ・Tahtāwı̄［ca.１９９０］も興味深い。

アズハル機構で教育を受けた人々の影響は

宗教界に限らない。エジプトの近代文学・学

芸への貢献も大きい。これについては Fiqı̄

［１９８２−１９８６］が網羅的にまとめている。

思想史研究においても，エジプトのウラマ

ーの思想をアズハル機構再編の過程において

みることで，新たな視点が生れるだろう。エ

ジプトの近代思想史研究は，多くの部分はム

ハンマド・アブドゥの研究に費やされてき

たといってもいい（代表例は Adams［１９３３］，

Kedourie［１９６６］，Kerr［１９６６］，Badawi［１９７６］

など）。これらの研究では前三者がアブドゥを

「近代改革」の過程に位置づけるのに対し，

Badawiは「イスラーム主義運動」の文脈で

位置づけるという違いはあるが，いずれも

「偉人」アブドゥの思想がいかにエジプトお

よびアラブ世界の宗教思想の流れを決定づけ

たかを跡づけようとする。しかしこのような

前提と方法によってアブドゥの宗教史的・政

治史的意義をどれほど反映できてきたか，定
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かではない。アブドゥの功績の少なからぬ部

分は，思想家というよりも有能な行政官とし

て，改革プログラムを提唱し実現に奔走した

政策立案・実行者としてのものであり，「宗

教行政官としてのアブドゥ」を読み直してみ

る必要があるだろう。アブドゥの行政官とし

ての側面の重要性に注意を促した松本［１９８８］

の論稿は発展的に継承されるべきだろう。ア

ブドゥは１８８８年に亡命からの帰国を許される

までに，近代教育制度の中で宗教教育を重視

し，組み込むことが政治権力者にとって（宗

教者にとっても）有益であると忠告した提案

書「エジプトの教育制度に関する所見」を完

成させていた。対西洋・対キリスト教の護教

論的色彩の濃い神学論がアブドゥの「主著」

とされがちであるが，体制側のウラマーとし

てのアブドゥ後半生において最もその本領を

発揮し，指導的ウラマーとしての地位を確か

なものにしたのは，むしろ一連の宗教制度改

革の提言だろう。「啓治法法廷改革報告」（１８９９

年），「アズハル教育改革の目的」「諸モスク

再編成計画」（共に１９０４年）といったものが，

アブドゥ全集（新版）に収められている（‘Abdu

［１９９３］）。

むすびに

アズハル機構再編をめぐる文献は以上に挙

げた限りで尽きるものではないが，その広が

りと多面性を幾分かは伝えられただろうか。

この再編過程は，エジプト近代国家形成過程

全体の中に位置づけることでその近代史的意

義が理解されるだろう。法制史，教育制度史

など多岐にわたる関連分野の研究蓄積を包括

的に挙げる紙幅はないが，例えばSālim［１９８２］

のような近代法制史研究の成果にもとづいて，

アズハル機構再編過程で生じたイスラーム法

廷やウラマーの地位の相対的変化を跡づけて

みる必要がある。‘Abd al-Karı̄m［１９３８］，Abū

al-As‘ād［１９８３］，Huraydı̄［１９８９］といった

豊富な先行研究に恵まれている教育制度史の

文脈に，アズハル傘下の諸機関の変遷を重ね

合わせてみることも有益だろう。アズハル機

構の研究を通じて，エジプト近代政治史の多

彩な諸側面を浮き彫りにすることができるだ

ろう。
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・Shanāwı̄, ‘Abd al-‘Azı̄z MuhammadAl-［1983］Al-Azhar
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・mā’ al-Ruwwād fı̄ Rihāb al-Azhar,Cairo, Maktaba

Wahba.
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